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職者の正社員への移行について」 『日本労働研究雑誌』2008 年 11 月号。労働経済学専攻。  2
How Could Non-regular Employees Become Regular Employees?   
Transitions through Internalization and Separation. 
 




 This paper empirically studies transitions into regular employees among those who had ever 
worked as non-regular employees after graduation using the original survey. Then we divide them 
into the inter-firm transitions and intra-firm ones. As to the intra-firm transitions which have not ever 
been examined by public surveys, they moved the positions, keeping the job characteristics and work 
placements to be almost the same. On the other hand, it is more general for inter-firm turnovers to 
change the types of jobs and work places. The judgment if non-regulars can be regular employees is 
mainly based on the work contents through the intra-firm transitions while it is based on the 
personality of workers through the inter-firm transitions. The work conditions improved more 
drastically by inter-firm transitions rather than by intra-firm ones. The annual earnings after 
becoming regular workers however do not depend on the paths of transitions by estimation 
controlling for several individual characters. 
  3
Ⅰ  はじめに 
  本論では、学卒後に非正社員として就業した経験を持っており、現在は正社員として働
く人々について、非正規から正規への移行状況を分析する。特に非正規の正規化を、同一
企業内における移行と、 異なる企業間での移行に区分し、 それぞれの特徴を明らかにする。 












  そこで玄田 （2008a） では、 転職に関する日本で最大規模のサンプルサイズを確保する 『就
業構造基本調査』を用いて、非正社員が転職を通じて正社員への移行を規定する要因を分
析し、医療・福祉等の専門的技能が正社員への移行を有利することなどを確認した。その




























































4対象を 20 歳から 44 歳までとしたのは、主としてバブル経済崩壊後の不況期に就業を開始した 5








2009 年 2 月 17 日に本調査は開始し、 3,262 件の有効回答数が得られた同年 2 月 23 日に終
了した
6。そのうち、直近に非正社員として働いた会社と現在正社員として働いている会社









































企業間移動に該当するグループは 915 件である。 
   
3  企業内（間）移動グループの基本属性 
 表 1 には企業内移動グループと企業間グループの基本属性のいくつかが示されている。 
  性別では、両グループともに男性の割合が女性より高い。年齢構成は両グループともに













                                                  
7尚「職場」については、事前の設問により、次の項目のいずれか一つを選択することとし、回






8その他「何もしていなかった」 （126 件） 、 「趣味や勉強など仕事以外のことで自分の関心のある






















Ⅲ  移行に伴う職種・職場の異動 
 












                                                  
9調査では、 非正社員の職種のうち 「管理職」 も選択肢に加えたが、 19 件とわずかであったため、
表からは除いた。  8
このように企業内移動の大部分はホワイトカラー系の職種から生じており、生産工程職・








企業間移動は 16.2 パーセントと、生産工程職・労務職と同程度に低い。 

















































ち、正社員として同じ会社の本社や本店に移動した割合は 16.4 パーセントにのぼる。 
  だがそれ以上に、企業間移動の場合、職場の内容の変更は著しい。右端（Ⅰ）をみると、
企業間移動が最も多く生じている非正社員の職場は「小売店舗・飲食店（スーパー、コン
ビニ、レストラン、居酒屋など） 」 （20.8 パーセント）である。ところが、その後の異動状
況をマトリックスからみると、正規化後に小売店舗・飲食店で働く割合は 10 人に 1 人程度
である。大部分は会社の事務部門の他、 「工場・建設現場・作業現場」で正社員となる。 
  企業間移動の場合、異動の前後ともに同じ職場であるのは、 「会社の事務部門（本社・本






い発生していることを、間接的にせよ、物語っている。ちなみに調査では 2008 年 9 月から 2009
年 1 月にかけて何らかの雇用調整もしくは賃金調整がなされたかもたずねた。 その結果、 「雇用・
賃金調整などなかった」と回答したのが、企業間移動経験者では 57 パーセントであったのに対
し、企業内移動では 53 パーセントと、わずかに差があった。 
12直近に非正社員で働いていた企業が、現在正社員で働いている企業と同じであり、同時に「今
の会社の別の職場で非正社員として働いていた」 場合に相当する。 該当する回答が有効回答のう
ち、128 件みられた。  10




  その結果、表 3 下端(Ⅱ)に示されている正社員に移動直後の職場構成は、ここでも企業間
移動と企業内移動で類似している。(Ⅰ)からは企業内移動の場合、会社の事務部門（本社・









Ⅳ  非正社員時点でのキャリア 
 























に 1 年超 3 年以内である。ただ両移動経路を比べると、企業間移動に比べ企業内移動は、
全体的により長期の継続就業のウェイトが高くなっている。3 年超 5 年以内の構成比が、企




















除く） 。その構成比も表 4 に示されている。 
表によれば、企業内移動により正社員化を果たした人々のうち、非正社員として就業経
験は 1 社のみ、すなわち現在正社員として働いている会社だけという割合が、49.2 パーセ
ントと、ほぼ半数である。現在の会社以外ではもう一社だけ別の会社で非正規として働い
た割合が 25.0 パーセントと、これらだけで全体の 4 分の 3 を占める。それに比べて、企業




2  非正規経験の自己評価 
  さらに調査では、非正規時代のキャリアに関する自己評価もたずねた。具体的にはまず
                                                  
14表 4 に示された、継続就業年数の構成比ならびに非正社員として働いた企業数の構成比のいず
れについても、企業内移動と企業間移動の違いは、1 パーセント水準で統計的にも有意である。   12
「過去に非正社員で働いた経験は、今の仕事に活かされているか」という問いを設けた。
今の仕事とは、言うまでもなく正社員としての仕事である。その企業内移動と企業間移動
別の結果も、表 4 に示されている。 
  表をみると、企業間移動で正社員になった人々のうち、過去の非正社員の仕事経験が現




















   
3  正社員となった理由 








されて非正社員採用されている場合も 14.9 パーセントと少ない。 






  企業間移動による正規化の理由はどうだろうか。 表 5 下段をみると、 圧倒的に多いのは、
自身の性格や人柄（まじめさ、素直さ、粘り強さなど）が評価されたという回答であり、
複数回答の 56.9 パーセントを占めている。次いで多いのは、自分の持っている資格や技術










Ⅴ  正規化がもたらす就業状況 
 








  その結果が表 6 上段である。月収が増えたのは、企業内移動が 61.8 パーセントだったの













うち 52.3 パーセントにとどまり、47.3 パーセントは「変わらなかった」と答えている。労







2  正規化後の年収・労働時間 

















                                                  
16但し、未だ一年経過していない場合は、見込みの金額の回答を求めた。 
17具体的には「なし」 「25 万円未満」 「50 万円くらい（25～75 万円未満） 」 「100 万円くらい（75
～150 万円未満） 」 「200 万円くらい （150～250 万円未満） 」 「300 万円くらい （250～350 万円未満） 」
「400 万円くらい（350～450 万円未満） 」 「500 万円くらい（450～600 万円未満） 」 「800 万円くら




































                                                  
18通常の一週間の労働時間は、 「20 時間未満」 「20 時間以上 30 時間未満」 「30 時間以上 40 時間未






































                                                  
19このような情報の不完全性と情報面での学習効果を前提とした賃金決定を経済理論としてモ










用上限 3 年（一部専門職等や満 60 歳以上は 5 年も可）という法規制を再検討し、まずは広
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専門・技術職 事務職 販売・営業職 サービス職 生産・労務職 運輸・保安職 その他 総計（％） （Ⅰ）非正規時点
の職種構成
89.6 7.1 2.5 0.8 0.0 0.0 0.0 100.0 21.5
73.5 14.3 4.8 2.7 4.1 0.7 0.0 100.0 16.2
2.9 94.2 1.5 0.2 0.2 0.0 1.0 100.0 36.9
10.8 80.3 4.0 2.2 0.9 1.4 0.5 100.0 24.5
7.1 6.0 78.6 3.6 2.4 2.4 0.0 100.0 7.5
4.4 42.0 39.1 4.4 1.5 5.8 2.9 100.0 7.6
12.5 12.5 7.5 60.0 2.5 0.8 4.2 100.0 10.8
23.7 33.6 11.2 16.6 10.0 4.6 0.4 100.0 26.5
4.6 11.2 3.3 0.7 78.3 1.3 0.7 100.0 13.6
18.1 18.8 6.9 9.7 31.9 11.8 2.8 100.0 15.8
1.3 10.0 11.3 0.0 2.5 75.0 0.0 100.0 7.2
13.0 18.8 11.6 10.1 14.5 29.0 2.9 100.0 7.6
11.1 18.5 3.7 0.0 0.0 0.0 66.7 100.0 2.4
6.3 50.0 18.8 6.3 6.3 0.0 12.5 100.0 1.8
23.3 40.8 9.2 7.1 11.4 5.8 2.5 100.0























































店舗 その他 総計（％） （Ⅰ）非正規時点
の職場構成
93.6 2.0 1.1 0.6 1.4 0.3 0.0 0.3 0.8 100.0 32.1
69.4 15.3 2.1 2.1 4.2 0.7 0.7 0.7 4.9 100.0 15.7
16.4 77.4 1.1 2.8 1.1 0.0 0.6 0.0 0.6 100.0 15.9
41.8 38.8 1.9 1.9 4.9 1.0 1.0 1.9 6.8 100.0 11.3
1.9 1.9 84.9 3.8 1.9 0.0 1.9 0.0 3.8 100.0 4.7
12.1 9.1 48.5 18.2 0.0 3.0 0.0 3.0 6.1 100.0 3.6
5.8 3.7 1.6 85.8 2.1 0.0 0.0 0.0 1.1 100.0 17.0
22.2 7.4 3.1 43.8 6.2 6.8 3.1 2.5 4.9 100.0 17.7
10.1 11.2 2.3 1.1 71.9 0.0 0.0 0.0 3.4 100.0 8.0
38.8 14.9 1.5 6.0 23.9 0.0 2.5 4.8 9.6 100.0 7.3
8.9 8.9 0.0 2.2 0.0 77.8 2.2 0.0 0.0 100.0 4.0
23.5 9.8 0.0 13.7 11.8 27.5 7.8 0.0 5.9 100.0 5.6
9.9 2.2 1.1 3.3 4.4 0.0 76.9 2.2 0.0 100.0 8.2
28.4 9.5 3.2 17.4 13.2 5.3 11.1 3.2 9.0 100.0 20.8
17.5 2.5 2.5 0.0 7.5 0.0 5.0 65.0 0.0 100.0 3.6
30.4 18.8 4.4 11.6 10.1 0.0 5.8 7.3 11.6 100.0 7.5
2.7 6.8 2.7 0.0 6.8 2.7 2.7 0.0 75.7 100.0 6.6
30.2 16.7 5.2 5.2 10.4 4.2 3.1 1.0 24.0 100.0 10.5
36.4 15.6 5.4 15.9 7.9 3.4 6.9 2.6 6.0 100.0



















































































































係数 漸近的t値 係数 漸近的t値
性 女性 -0.2034 -5.14 *** -0.0832 -4.51 ***
25-29歳 0.1665 1.54 0.0832 1.91 *
30-34歳 0.1966 1.84 * 0.0873 2.03 **
35-39歳 0.3279 3.06 *** 0.1054 2.41 **
40-44歳 0.4048 3.67 *** 0.1511 3.31 ***
中学 0.0878 0.60 -0.0212 -0.31
高専・短大・専門学校 -0.0068 -0.16 0.0037 0.19
大学・大学院 0.1369 3.38 *** 0.0568 2.99 ***
専門職・技術職 0.1832 3.10 *** 0.0234 0.81
事務職 0.1079 1.77 * -0.0019 -0.07
販売職・営業職 0.1174 1.68 * 0.0017 0.05
サービス職 -0.0063 -0.09 -0.0389 -1.15
運輸職・保安職 0.1154 1.44 0.0342 0.86
その他 0.1286 1.05 0.0301 0.53
1年以上3年未満 0.0789 1.14 0.0325 1.09
3年以上5年未満 0.2018 2.90 *** 0.0910 2.99 ***
5年以上10年未満 0.2590 3.77 *** 0.0974 3.20 ***
10年以上15年未満 0.2649 3.39 *** 0.0884 2.44 **
15年以上20年未満 0.3611 3.48 *** 0.1094 1.81 *
20年以上 0.3804 2.41 ** 0.2376 2.59 ***
5人～9人くらい 0.0913 1.03 0.0207 0.55
10人～99人くらい 0.1048 1.45 0.0574 1.85 *
100人～299人くらい 0.2549 3.31 *** 0.1008 2.99 ***
300人～999人くらい 0.3293 4.16 *** 0.1355 3.77 ***
1,000人以上 0.4028 5.34 *** 0.1453 4.28 ***
-0.0028 -0.09 -0.0036 -0.24
定数項 4.9348 34.16 *** 3.7616 61.31 ***
サンプル・サイズ
log likelihood
年間収入（過去一年間） 週間労働時間
-3,997.95
職
種
従
業
員
規
模
1,901
勤
続
期
間
注：リファレンスグループは、女性（性別）、20-24歳（年齢区分）、高校（最終通学歴）、1年未満（勤続期間）、生
産工程職・労務職（仕事の種類）、5人未満（組織規模）。年収と労働時間は自然対数化。尚、年収は、税、社会
保険料などが差し引かれる前の金額であり、週間労働時間は、残業や休日出勤を含めた通常一週間の労働時
間。従業員規模は、本店・支店・工場などをすべて含めた正社員数を回答。***, **, *は１、５、１０パーセント水
準で有意であることを示す。対象はすべて正社員。
学
歴
年
齢
区
分
1,486
-2,144.79
企業間移動（非正規から正規）
 
 
 
 